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【背景と目的】 

 本研究の目的は、A県の COVID-19患者に関わる看護師を対象

に、メンタルヘルス（PTSD・うつ・不安障害・バーンアウト）に

おいて、Jianbo Lai et al（2020）の中国とSarboozi et al

（2020)のイランと比較検討することを目的とした。 

【方法】 

研究対象者は、A県でCOVID-19患者の対応にあたっている部

署で勤務する看護師を対象とした。 

調査期間は2020年8月4日～10月26日であった。41病院の

看護部長宛に説明文を郵送し、同意の得られた 5 病院を対象と

した。アンケートを120部郵送し、56人(男性7名、女性49名)

から回収した（回収率46.6％）。 

調査内容は、基本属性（性別、年齢、経験年数 等）、風評被

害の知覚の有無、調査時期、抑うつ：Patient Health 

Questionnaire-9（PHQ-9 日本語版）、不安障害：Generalized 

Anxiety Disorder -7（GAD-7 日本語版）、トラウマ体験：Impact 

of Event Scale-Revised（IES-R 改訂出来事インパクト尺度日

本語版）、バーンアウトの測定： Maslach Burnout Inventory-

General Survey (MBI-GS)、離職の意思（看護師を辞めたい、病

院・部署を変えたい、看護師を続けたい）とした。 

倫理的配慮：研究対象者には、倫理的配慮に関する内容を説明

し自由意思による同意を得た。なお、兵庫大学研究倫理委員会の

審査を受けた（No.2004）。 

【結果】 

対象者の個人属性は、性別では男性 7人(12.5%)、女性 49人

(87.5%)であった。年齢では、20-29歳 25人(44.6%)、30-39歳

15人(26.8%)が多かった。経験年数は、1年～5年18人(32.1%)、

6年～10年 14人(25.0%)が多かった。 IES-R、PHQ-9、GAD-7、

の各尺度を正常、軽度、中程度、重度に分類をした。その結果、

IES-Rの正常は 19人(33.9％)、軽度 23人（41.1％）、中程度 9

人(16.1%)、重度 5人(8.9％)であった。PTSDのハイリスク群と

される、中程度から重度は、14人（25.0％）であった。また、

PHQ-9では、正常は30人(53.6％)、軽度15人(26.8％)、中程度

７人(12.5%)、重度 4 人(7.2％)であった。うつ病（大うつ病性

障害）水準とされる中程度から重度は、11人（19.7％）であっ

た。また、不安障害では正常は30人(53.6％)、軽度14人(25.0％)、

中程度 8人(14.3%)、重度 4人(7.1％)であった。薬物療法が必

要とされる中程度から重度は、12人（21.4％）であった。また、

MBI-GSの分類を参考に、「高い」「普通」「低い」の3群に分類を

行った。その結果、バーンアウトにおいては、「疲弊感」「低い」

20人（35.7％）「普通」15人(26.8％)「高い」21人(37.5％)、

「シニシズム」「低い」20人（35.7％）「普通」18人(32.1％)「高

い」18人(32.1％)、「職務効力感の低下」「低い」33人（58.9％）

「普通」14人(25.0％)「高い」9人(16.1％)であった。約30％

以上が、高いバーンアウト状態であった。 

【考察】 

Jianbo Lai et al（2020）の中国におけるPTSDは正常22.5％、

軽度38.2％、中程度24.6％、重度11.6％であり中国に比べると

日本の看護師のメンタルヘルス不調は低かった。また、Jianbo 

Lai et al（2020)の抑うつでは、正常は46.5％、軽度38.1％、

中程度8.4％、重度7.1％であり、中国に比べて、本調査の方が、

中程度の分類が多く、重度は同程度であった。また、Jianbo Lai 

et al（2020)の不安障害では、正常は52.9％、軽度34.4％、中

程度 7.1%、重度 5.6％であった。中国に比べると日本の看護師

のメンタルヘルス不調はやや高い傾向にあった。つまり、中国に

比べると日本の看護師のメンタルヘルス不調は高かった。 

次に、バーンアウトでは、「疲弊感」37.5％、「シニシズム」

32.1%、「職務効力感の低下」58.9％が高いバーンアウトであっ

た。イランのデータである、Sarboozi et al（2020)は、看護師

の 40％以上がバーンアウトであると報告し、イランに比べると

日本の看護師のメンタルヘルス不調は同程度であった。COVID-

19患者に最前線対応する中で、見通しがつかない現状が、バー

ンアウトを高めている可能性が考えられる。以上より、我が国の

COVID-19患者に関わる看護師は、諸外国と比べ、PTSDは低いが

抑うつと不安は高い傾向が見られた。心理的サポートの不足が

影響していると考えられる。 
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